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放置された雑木林



こならの丘－冬 • 復元された雑木林



こならの丘ー初秋



ボランティアの
活動場所

連光寺の谷戸田
　（田んぼ）

こならの丘
（雑木林）



雑木林の再生
• 本来の雑木林
– 薪炭林として、クヌギ、コナラを主力に8から12年サ

イクルで皆伐更新

– 明るい林床

• 放置された結果
– 老木と常緑樹がおおう暗い林

– アズマネザサが繁茂し下草は衰退

• 再生維持

– 13年をめどに皆伐更新

– 笹を抑えて林床植物の保護



雑木林の植生管
理計画

①薪炭林型

② ③雑木林型

④ ⑤下草刈り（非伐採）



薪炭林型と雑木林型

放置状態

薪炭林型

雑木林型

麻生さん作成



薪炭林の皆伐更新



切り株から…



萌芽



成長は速い



1年でここまでに



2,3年後には「もやわけ」



林床には花が ニリンソウ



キツネノ
カミソリ



シュンラン



ジュウニ
ヒトエ



エビネ



キンラン



雑木林の作業ー伐採



雑木林の作業ー笹刈り



雑木林の作業ーサツマイモ栽培



シイタケ栽培



目籠細工



谷戸田の景観復元

• 谷戸田の復元
– 雑木林とつながった谷戸田の景観を復元する

• 水田生態系の修復
– 水田の雑草、水田で生活する昆虫、水棲動物

を守る



復元作業ー最初の葦刈り



復元作業ー畔出し



稲作のサイクルー冬



稲作のサイクルー田植え



稲作のサイクルー夏



稲作のサイクルー稲刈り



稲作のサイクルーはさ掛け



稲作のサイクルー脱穀



田んぼ周辺の草花 ムラサキサギゴケ　



ミツバツチグリ



キツネノボタン



ミゾソバ



チョウジタデ



ヌマトラノオ



オモダカ



コナギ



イボクサ



ミズオオバコ



地域ごとの目標

• 地域ごとの重点計画
– 畔、草地、植生維持エリア

– 水田雑草重点保護エリア

– 水田景観保全エリア

– 谷戸田景観保全重点エリア



どんぐり祭り



どんぐり祭りー焼き芋



どんぐり祭りー落ち葉プール



どんぐり祭りーペンダント作り



どんぐり祭りーきこり体験



餅つき、草木染め



草木染め



ボランティア活動　1/2
• こならの丘の雑木林の再生
– 伐採－再生のサイクル
– 林床植物の保護育成

• 雑木林にまつわる農業文化の伝承
– 目篭づくり
– キノコ栽培
– サツマイモ栽培
– 草木染め
– 等

• 田んぼの景観復元
– 谷戸田の景観復元
– 水棲動植物の保護



ボランティア活動　2/2

• 研修
– 主として新人に向けた説明会

– 他の雑木林等の見学

– 野鳥、昆虫や草花の観察会

• 都民/市民へのPR
– どんぐり祭り

– 餅つき、草木染め

– どんぐりクラブ

– 他のイベントへの参加



ボランティアの運営
• メンバー構成

– 登録約６０名
– ２０代～８０代
– 新人から発足当時からの継続メンバーまで

• 活動日
– 第5土曜を除く毎土曜日
– 担当者による運営 

• 運営会議
– 月１回開催
– 年間計画、月間計画、その他運営全般
– ボランティアの自主運営+サービスセンターのサポート

• ニュース編集・発行
– 編集委員、入力担当、印刷担当、発送等分担
– 活動報告、写真、イラストすべてボランティアで作成

• 事務局
– 対外的に規約を持った団体としての組織：事務局長、事務局、会

計および監査
– 外部に対してグループを代表
– 助成金の申請、活用、報告



望まれる心構え

• 一般的ボランティアとして
– 自分の責任で、

– 自主的に、

– 他のメンバーと協力しつつ、

– それぞれの能力と都合に応じて貢献し、

– みずからも楽しむ

• 雑木林ボランティアとして
– 雑木林に学ぶ

– 農家に学ぶ

– 目的、計画を理解し行動する



まとめ

• 雑木林ボランティアは
– 雑木林を再生する

– 谷戸田の景観を復元する

– 農業文化を伝承する

– 学びつつ楽しんで貢献する


